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コミュニケーションの考え方

[image: image2]
プレゼンテーションのイメージ

[image: image3]
ディスカッションのイメージ 

[image: image4.emf]効果的なプレゼンに向けて

(1)

（１）プレゼンの二つの特徴

相手が見える 臨機応変の対応が大事

（２）プレゼンの度胸をつける

ストレスに勝つ 慣れる リラックスする

（３）内容を知り相手をよく理解する

知らないことは伝えられない。その分野のついて十分

に理解

相手が何を欲しているか知る

（４）動機づけに配慮する

探求型 好奇心旺盛型 お義理型 無関心型

無関心型への対応 導入時に気を引く、飽きさせない

（５）メリハリをつける

大切なことと大切でないことのメリハリをつける

注意を引き付ける


[image: image5.emf]効果的なプレゼンに向けて

(2)

（６）相手の知識の世界に配慮する

相手の頭の中の知識がどのようになっているか

考える

知識の多少

知識の多様性（宣言的知識と手続き的知識

意味的知識とエピソード的知識）

知識の活性化 （マップ、 具体例、先行オーガナ

イザー）

知識の使い方をガイドする（聞いている人の頭の

中の知識をどのように使うか示す）


[image: image6.emf]スライド

(PowerPoint)

の作成に関して

・基本的に視覚的に理解できることを目指す。

スライドの基本構成

a.

文字読み取りスライド

b.

レイアウトを用いた文字読み取りスライド

(

表の利用、強調

)

c.

文字・視覚均衡スライド

d.

言語を手がかりとした視覚スライド

e.

視覚スライド

(

写真、図だけなど

)
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